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1.は じ め に
「黒船の衝撃」の後、西洋列強の強大な軍事力の前に日本は19世 紀半ばに鎖国制度を廃止 し
西洋に開国 した。 明治時代には 「進んだ(優 れた)」 欧米諸国に追いっくために近代化(西 洋
化)が 急務とされ、近代化を達成す るために英語の習得が重要視 された。 この時以来、20世
紀の一時期を除いて、英語は日本人を魅了 し続け、同時に日本人 は英語および英米人(西 洋
人)に コ ンプ レックス ・劣等意識を持 たされ続 けてきた(中 島義道(1993)や 太 田雄三
(1995)を 参照)。 第二世界大戦後、英米の政治力 ・軍事力 ・経済力を背景に、英語の世界的な
普及はさらに広まり、 「英語は世界の共通語である」 と言われるまでになった。 アジァ諸国の
中で初めて 「先進国」 の一員 となった日本 も例外ではなく、英米(西 洋)文 化が日本(ア ジ
ア)文 化より優秀で先進的であるとい う誤 った認識のもとに、英米の言語である英語が日常生
活や職場で頻繁に使われてきた。その結果、英米(西 洋)文 化が優秀で先進的であるという幻
想的な漠然としたイメージの形成がさらに加速された。このような西洋(英 米)文 化の崇拝 と
英語の氾濫に対 して、大石俊一(1990)、 津田幸男(1990、1993、1996)等 が 「英語支配」及





この問題を検討する。 日本において様々なところで 「英語支配」が引き起 こしている問題また
は 「英語支配」 を引き起 こす問題については上にあげた文献に詳細に述べ られているが、 「英
語支配」の例をさらに論 じてみたい。
2.1包 装等に見られる英語
買い物 という日常的行為の中で、「英語支配」 を再認識させられることがある。 例えば、 デ
パー トやスーパーなどで買い物をすると品物を入れるために紙袋等が買い物袋として使われる
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ことは周 知 の ことである。一部 のデパ ー トや スーパーの買 い物袋 に は英語 の文章や語句が印刷
されてい る。買 い物客 の大半が そのことをあまり意識 しないであろ うが、買 い物客 のほ とん ど
が英語 より も母語 であ る日本語 のほ うを理解す る日本人 であ るとい う状況 で、英語 の文章 や語
句 を印刷 す る ことの目的 ・理 由は何で あろうか。 デパ ー トや スーパー以外 に もそのよ うな現象
が見 られ る。一例 をあげると、筆者 が勤務す る大学 の書店 で購入 した書籍等 を入 れて もらう紙














ちなみ にこの大学 に在学す る外国人学生(留 学生)の 数 は206名(1997年 前期の在籍 者数)
で全学生数8,563名 の2.4%に す ぎない。 その中で英語 を母語 とする留学生 は ごく少数 である。
言 い換 え る と、 この紙袋 を手 にす るの はほ とん どが 日本人 で あ る。 日本人 しか手 に しな い と
言 って も過言 ではない紙袋 に英語 の文章 を印刷す る理 由は何 なので あろ うか。






この店 でパ ンや ケーキなどを買 う人 は日本人 が ほとん どであ ろう。 ここで も外国語 で ある英語
よ りは母語 で ある日本語 の方を より理解す る日本 人を相手 に してい るの に、品物を入 れ る袋 に




は英語を話す外国人を意識 して印刷 されたものではなさそうである。なぜなら、これ らの袋を
直接手にする外国人 はほとんどいないであろうことは明白であるし、また、両方とも英語の分
かる外国人が読んでも意味解釈 はほぼ不可能であろうことも明 らかであるか らである。このよ
うな外国人(特 に英米人)は 英語(ら しきもの)で 書かれたこの文の 「おか しさ」を指摘する
ことはあっても、 この文の意図するものを考えようともしないであろう。では、日本人がこの
英文を読んでその意図しているものを理解できるであろうか。これ もかなり難 しいであろう。





は英語が頻繁に使われているものがある。ある放送局の平日(月 ～金)の 午後2時 か らの番組






















ある。 また、沖縄で非常に人気のあるラジオ番組では、DJの 二人が日本語でや り取 りをして
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いて、 聴視者 か らの 日本語 での フ ァックスや葉書 が読 まれ、 次 に"Hereissomethingnew
fromAmuroNamie"とい う英語 が話 され、 日本語の歌が ラジオか ら流 れて くることもあ る。
また、東京か ら送 られて くる主 に 日本 の ヒッ ト曲 を流す番組 には、番組や スポ ンサ ーの紹介 を
英語でや るとい うの もある。言 い換 えると、英米 の雰囲気 をだす ために英語が使われ るとい う
指摘 は ここで も当 て はま らな い。 さ らに、 その大部 分 に おい て英 語 が使 われ て い る番 組 を
BGMと して聴 いて いると した ら、 音楽 を除いた部分 は中国語 や韓 国語、 またはスペイ ン語 や
ポル トガル語 で もいいはず であ る。 しか し、 ほとん どの場合 このよ うな番組で使われ る言語 は
英語 なので ある。例 えばブ ラジルのサ ンバ を紹介す るのに もポル トガル語で はな くて英語 が使
われ ること もあるだろ う。言 い換 える と、英語 を使 うことに何か意味が あるとい うことで ある。
で は、そ の意味 は何 であろ うか。
こ こ10年 来の若者向 けの音楽(ポ ップス)に も英語 が氾濫 して いる。4～5年 前学生 に人
気 のある ラジオ番組 を聞いて いた時 の出来事 で ある。「で は ミスター ・チル ドレンの トゥマ ロ
ウ ・ネヴ ァー ・ノ ウズをお聞 きください」 とい う日本語 が聞 こえ、 その後す ぐに流 れた きたの
は英語で はな くて、 日本語 の歌 であ った。 「ミスター ・チル ドレン」が歌手 の名前で、「トゥマ
ロウ ・ネヴ ァー ・ノ ウズ」 が歌 の題名 であ る。 お もしろい ことに 「トゥマロウ ・ネ ヴァー ・ノ
ゥズ」 とい うカ タカナの(英 語 の単語 を並 べた)題 名 を持 っ歌 の中で英語 の歌詞 のほんの一部
で しか なか った。後 でいろいろ と調 べてみ るとこのよ うな歌 ・歌手 がかな り多 いのに は驚 か さ
れ、考 えさせ られた。 日本人 の歌手 が 日本人 向けに 日本語 の歌詞 で歌 うのに、歌手名 も歌 の題
名 も英語 であ るとはどうい うことであろ うか。結局 は、 日本人 と英語 とい う問題 が ここに も見
られるのであ る。 このよ うな ポップスを 日常 的に聞いてい る若 い世代 はこの状態 を何 とも思 わ
ないので あろ うか。 もし、 そ うであば、 このギ ャップは 「世代 の違 い」 だけで は片 づ けられな
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い問題 のよ うな気 がす る。
2.3日 本人が英語 で話す とは
「日本人 と英語」 の問題 の極端 な例 が、1996年6月15日 の琉球新報 夕刊 の記 事 にあ った。
当山忠氏 の書 いた 「私 のTV批 評」 とい うコラムであ る。 少 々長 くな るが下 に引用す る。 な
お、 引用 にお いて は実名 は伏せ る。
「本当 に怒 ってい る時の言葉 は、 ウチナー グチ[沖 縄 ことば(石 原)]じ ゃないと言 い
表 せな い」 とい うの は、 ウチナー ンチ ュ[沖 縄人(石 原)]の 言葉だが、 これ は埼玉県
だ ろうが青森県だ ろ うが同 じことだ。(中 略)さ すが にxも 、 ある リポーターの質問 に
は頭 にきたようで、す ごい剣幕で怒鳴 り始 めたので ある。
それ はそれで いいのだが、 その怒 りの言葉が"英 語"だ ったので ある。約十五秒 くら
い、 その記者会見場 はxの"怒 りの英語"で まん延 する ことになった。 なに もリポー
ターはアメ リカ人で もない し、 そこは外国で もなか ったのだが…。
(中略)
ああ～、 ワタシたちは英語 にまだ劣等感 を もっているんだなあとい う、不思議 な焦燥
感 が ワタシの胸 に迫 って きたのだ。
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上の例が示すように、英語 は日本語 よりす ぐれていると考え、英語ができることを何か特別
なものであるかのように考えている人たちもいるようである。筆者 自身 も、学生時代にアメリ
カ人と英語で話をしていて、またFENの ニュースを聞いて友人に説明を しなが ら変な優越感
をもって しまったことを覚えている。 ところが、学生時代に留学 したアメリカで知 り合 った日














人達(主 に英米人)の 一部にも他の言語 よりも優れているとして英語を特別視する傾向がある。




具体的にいうと、アメリカ人 と日本人が英語で話 し合 うとき、 日本人は表現を制限され
るばかりか、相手のいうことも聞き取れず、不利な立場に追い込まれる。日本人の基本
的な権利や立場が失われることさえある。 「英語支配」 は、 こういった不条理な現実の
蓄積 と繰 り返 しにより正当化 され、動か しがたいものになってきている。(津 田幸男
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1993:15)
日本人が日本において英米人 と英語で話をするとき 「英語ができなくてすみません」 と謝 るこ
とがよくある。英語 という言語のせいで、相手の言 っていることが理解できなくて、 自分の言
いたいことも言えない状態にさせられている日本人、っまり基本的な言語権が侵害 されている




だいたい次のようなことを言 った。「高校時代に知 り合いのアメ リカ人か ら英語ができないと
馬鹿にされて非常に悔 しい思いを したので、英語をもっと勉強 しようと思って大学で英語を専
攻とすることにした。」(ち なみにこのアメリカ人の母親は日本人である。)日 本で英語ができ
ないことは、(日 本語のできない)ア メリカ人から馬鹿 にされることなのだろうか。 また、 そ
う言われて悔 しい思いを しなければな らないことなのだろうか。「英語ができないか ら外人
(英米人)と 話が したくてもできない。 高校時代 ・大学時代にもっと真剣に英語をやっておけ
ばよかった」 というようなことをよく耳にする。 これは英語圏の国ではなく、日本で日本人が
外人と英語で会話をするということである。 こういうことを言わせるものは何なのだろうか。
「日本 に何年 も住んでいるのに外人が日本語をできないから、 話もできない。 日本語を勉強 し
てくれたらいいのに」 というような不満 ・要求を口にする日本人は筆者の知る範囲にはほとん
どいない。 こういうことを言わないのはなぜであろうか。
3.英 語 は 特 別 か
私は勤務校で 「英語学概論1」 を担当しているが、英語 と社会の関わりを講義するときには
必ず、アメリカで議論されている 「英語第一主義(EnglishOnly)」 や 「公用語としての英語






ところが、英語 は日本語 と違 って主語や目的語がはっきりしているからいいとか、結論が先
に来 るか らいいとか、英語 は日本語より論理的であるから優れているとかいうようなことが言
われることがある。 はたしてそうであろうか。 日本語では、談話や場面 ・発話の流れから主語
や目的語がはっきりしている場合には、主語や目的語 は文中に明示 されない。英語のように文
中に明示されてないからといって、主語や目的語があいまいであるということでない。また、
英語が結論が先 に来 るからいいということであるが、結論 は必ず しも先に来なければならない
ものではないはずである。さらに、 日本語が英語 に比べて非論理的であるという指摘 も誤 りで
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ある。 「論理的」 である英文を論理的な和文に訳すことができるのであるか ら、 日本語が英語
に比べて非論理的であるということにはな らない。
V.FromkinandR.Rodman(1993)は、言葉の平等性について、「ある言語 ・地域語が他
の言語 ・地域語よりも優れているとか劣 っているとかいうことはあり得ない。 もし、ある言










「英語支配」の問題 と関連 して、次のことはたびたび指摘 されている(加 藤淳平(1996)、 栖
原暁(1996)、 小坂井敏晶(1996)等 を参照)。一部の日本人にとり、英米文化 とは(金 髪の)
白人のものであり黒人を含む非白人は英米人とはみなされない。また、西洋文化崇拝 とその反
動としての非英語圏(特 にアジア)の 人 々や文化の軽視 ・蔑視が日本の文化交流を妨げている。
例えば、栖原がアジアか らの留学生 に行 ったアンケー ト調査には次のような日本人に対する不
満 ・疑問が記されている。




・何回も経験 したが、日本人の 「金髪崇拝」とアジア系の人々への軽蔑を心痛 く感 じま
す。(中 略)日 本の次の世代への教育のなかでもっと世界中の人々を平等に見てっ き
あうように教えてほしいものです。(台湾、男 ・31歳)
・日本の国だけが国際化するん じゃなくて、日本人 も国際化 してほしい。また東南アジ
アの人でも人間ですから、差別 しないてほしい。(イ ンドネシア、男 ・23歳)
このような非英語圏の人々や文化 に対する蔑視 ・差別をなくすためにはどうすればいいのであ
ろうか。 これは英米(西 洋)文 化そ して英語が他の文化 ・言語 よりも優れているという誤 った




英語教員の資質 と能力は二元的である。一っは 「英語力」である。英語を児童 ・生徒に教え
るからには、外国語 として英語を教えることができる資質 ・能力がなければな らない。 しか し、
単に教えるだけの英語力があるというだけでは英語教員に要求されるもう一つの資質が欠けて
いる。英語教員には、英語 ・英米文化を崇拝するあまりその他の言語 ・文化を蔑視するような





論 されているようである。 日本人と英語の関わりにおいて問われている 「英米崇拝」・「英語
支配」や 「アジア蔑視」の問題の解決には英語教員の資質 ・能力が重要な鍵となるであろう。
また、「21世紀を展望 した我が国の教育の在 り方について」審議 した第15期 中央教育審議会











の生活 ・習慣 ・価値観などにっいて、 「どちらが正 しく、 どちらが誤っている」 という
ことではなく、 「違 い」を 「違い」 として認識 していく態度や相互に共通 している点を








国際化の状況に対応 した教育を促進するうえで英語(外 国語)教 育に期待 ・要求されるものを
考えると、 この答申に謳われていることは児童 ・生徒に教える側に立っ英語教員にも必要 とさ
れている資質である。 とくに、過度の英米文化崇拝 ・英語崇拝に影響されて 「英米文化が優れ
62
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て(進 んで)い て、日本 ・アジア文化が劣 って(遅 れて)い る」というふ うに断定的に評価す
るような教師であってはな らない。教師自身にはそのような偏見が無 くて も、英語を教える際
に、 英米人 ・英米文化にたいするあこがれが無意識のうちに表出し、 「それに対 して日本では
…」と言って しまう可能性がある。教師のそのようなことば ・態度は子供たちに偏見をもたせ
て しまう可能性があるので、英語教師は 「言語 ・文化には差違はあるが優劣はないこと」を理
解 し、子供達もそのことを理解できるようにすべきである。また、英語教師が英米人に対する
劣等意識や英語 コンプレックスを過度に持つ ことは望 ましくないので、「自分自身が何者であ
るのかを知ること、すなわち自分自身の座標軸を明確に持つこと」によって、これを克服 ・解
消できるのでないかと思われる。
中教審 は、 「外国語担当教員の採用に当たっては、 外国語によるコミュニケーション能力に
関する評価を一層重視するとともに、採用後 は、海外研修を充実 し、できるだけ多 くの外国語
担当教員が海外での研修の機会を持てるようにすることが望まれる。」と述べている。 しか し、
外国語(英 語)に よるコミュニケーション能力に関する評価を追求するあまり、異文化に対す




日本やその他の国 ・地域の人々や言語 ・文化を蔑視することにならないように留意 しなければ




斎藤兆史(1995)も 述べているように、日本の英語教員の多 くが英文科(ま たは英語科、英
米科等の学科)の 卒業生である。大学 ・短大で英語 ・英文学を専攻する学生の多 くが、中学
生 ・高校生のころから英語が好きで、通訳 ・翻訳 ・旅行業等のように英語を使 う仕事に就 きた
い、または英語を教えたいと思っている。筆者の勤務校でも昼間主 ・夜間主の英語 ・英文専攻
学生 のほとんどがそのように考えている。また、専攻学生の約8割 が教員免許を取 りたいと考
えている。英語 ・英文専攻学生の一部には、英語 ・英米人 ・英米文化 にたいする過度のあこが
れを持っ ものもいて、このような学生が文化的 ・言語的偏見を持つようになってしまわないか
懸念される。もし、 このような偏見を持っに至った学生が中学や高校で英語を教えるようにな
ると、その影響は憂慮されるものがあるであろう。子供達 も英語 ・英米文化 という特定の言
語 ・文化 にたいする過度のあこがれを形成 し、他の言語 ・文化を軽視 ・蔑視 してしまうように
なって しまう可能性があるからである。 このような悪循環 は断ち切 られなければならない。







「教育心理学」、 「教育方法」 等の教職に関する科 目は 「実習」 も含めて19単 位、 そ して教科
(英語)に 関する科目は40単 位取得することが義務づけられている。教科に関する科目はさら
に最低修得単位数に関する条件があって、英語学区分の科目から6単 位、英米文学区分の科目
から6単 位、英語 コミュニケーション区分の科目から6単 位、そして(外 国事情を含む)比 較
文化区分 の科 目から2単 位の計20単 位を修得 しなければな らない。残りの20単 位は四っの区
分 のいずれの科 目でもよい。教科に関する科 目は文部省の認定を受ける必要があるが、学科で
提供するどの科 目を教科に関する科 目とするかは当該学科の裁量にまかされている。また、手
続きは煩雑であるが、時代の変化や要請に応 じて変更することも可能なようである。ちなみに、






「イギ リス文学史1」、「イギ リス文学史II」、「イギ リスの演劇」、「シェイクスピア1」、
「ロマン派の詩」、 「18世紀～19世 紀 イギリスの小説」、 「ビク トリア朝文学」、 「20世紀
イギ リス文学」、 「イギリスの文学 と社会」、「アメリカ文学史1」、「アメ リカ文学史II」、
「アメ リカの小説」、「アメ リカの演劇」、「アメリカの詩」、「アメリカのエッセイ」
英語 コミュニケーション区分:(最 低6単 位)
「英語講読1」、「英語講読II」、「オーラル ・イ ングリッシュ1」、「オーラル ・イ ング
リッシュII」、「英語スピーチ1」、「英語 スピーチII」、「英作文1」、 「英作文II」、 「高
等英作文」
比較文化区分(外 国事情を含む):(最 低2単 位)
「言語 と文化」、「日英両語比較研究」、「日英比較文化論」、「欧米文化論」、「英米の風物」、
「英米 の言語文化」
ところで、 日本の大学において、英語教諭免許 に関 して文部省の認定を受 けた学科で、教科
に関する科 目のなかに、 「英語支配」 や 「英語帝国主義」 にっいて学ぶ科目を含あているカリ












者は、これか らの英語教員 には 「比較文化」に関する知識がより必要 とされると考えている。
そこで、この区分の科目も最低6単 位修得することを義務づけ、必要なら他の学科 と協力 して、
非英語圏の人々や文化について学ぶ科 目を履修することを義務づけることことを提案 したい。
同時に、 「英語支配」 やそれに関連する問題について学ぶ科 目もこの区分に含めることを提案
したい。また、「英米文学」の科目区分を 「英米文化」 と変更 し、「アメ リカ文化論」、「イギ リ









5.お わ り に
上に述べたように、英米人 ・英米文化 ・英語を崇拝するあまり、劣等意識やコンプレックス
を持 って しまい、その反動で非英語圏の人々 ・文化 ・言語を軽視 したり、蔑視 したりする人た
ちが存在するのは事実である。このような問題があるにもかかわ らず、英語教育関係者の間で
は 「英語支配」や 「英語帝国主義」の問題に対する関心は低 く、日本の英語教育関係者は効果








論を通 して大学 ・短大における英語教員養成のカ リキュラムが充実され、日本人と英語の関係
が改善 されることを期待する。
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